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日本一美しいまちを目指します

　3月に入り、町内各学校で卒業式が行われまし

た。会染小学校では17日（水）に、38人の児

童が卒業し、新たな環境への希望を胸に、思い出

の学校を巣立っていきました。

令和2年度卒業式



財
政
難
を
招
い
た
責
任
と
今
後
の
改
善
方
針
に
つ
い
て
池
田
町
長　

甕　

聖
章

　

近
年
の
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経

常
的
経
費
の
増
大
に
加
え
、
各
種
大
型
継
続

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
※
１

の
多
額
の
取
り
崩
し
を
も
た
ら
し
、
財
政
逼

迫
を
引
き
起
こ
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
際
し
、

町
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
歳
出
の
削
減
に

踏
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
責
任
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
町
長
と
し
て
の
力
不
足

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
下
の
財
政
状
況
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
町
長
以
下
全
職
員
が
一
致
団
結
す

る
と
と
も
に
、
議
会
や
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

以
下
、
財
政
難
に
至
っ
た
原
因
及
び
町
長

と
し
て
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
改
善
方
針
を
お
示
し
し
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

現
在
の
財
政
状
況
に
至
っ
た

　
　

要
因

　

継
続
事
業
や
人
口
増
対
策
事
業
の
実
施
を

始
め
、
課
の
増
に
よ
る
事
務
職
員
や
保
育

士
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
員
の
増
員
に
よ

る
人
件
費
な
ど
経
常
的
経
費
の
増
加
へ
の
対

応
の
た
め
、
本
来
は
他
の
事
業
の
廃
止
や
先

送
り
で
財
源
を
捻
出
す
べ
き
と
こ
ろ
、
財
源

不
足
を
財
政
調
整
基
金
で
補
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
令
和
５
年
度
で
当
該
基
金
残
高
が
枯

渇
す
る
状
況
（
図
１
の
「
予
算
削
減
取
組

前
」
参
照
）
を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　

理
事
者
と
し
て
の
責
任

　

町
の
た
め
、
町
民
の
た
め
の
費
用
と
は
い

え
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
状
況
を
続

け
、
今
日
の
財
政
状
況
を
招
い
た
責
任
は
重

大
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
財
政
状
況

改
善
の
た
め
今
後
町
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
鑑
み
、
責
任
の
取
り
方
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
特
別
職
給
料
月
額
を
町
長
30
％
、

副
町
長
20
％
、
教
育
長
13
％
減
額
い
た
し
ま

す
。
今
後
、
新
規
事
業
の
抑
制
や
経
常
的
経

費
の
削
減
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
り
ま

す
が
、
残
り
任
期
の
３
年
間
で
、
必
ず
や
財

政
状
況
の
改
善
の
道
筋
を
つ
け
る
覚
悟
で
臨

み
ま
す
。

　

一
般
職
員
に
つ
い
て
は
様
々
な
ご
意
見
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

低
下
よ
り
も
今
後
の
資
質
向
上
に
主
眼
を
置

き
、
給
与
カ
ッ
ト
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
　

財
政
状
況
改
善
に
向
け
た

　
　

町
の
方
針

　

住
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
町
行

政
の
第
一
責
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
全

般
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
予
算
削
減
は
極

力
避
け
、
近
隣
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

同
程
度
の
水
準
を
確
保
し
な
が
ら
見
直
し
に

取
り
組
み
ま
す
。
特
に
防
災
・
福
祉
・
教
育

の
分
野
は
削
減
を
最
小
限
に
と
ど
め
ま
す
。

　

併
せ
て
、
行
政
改
革
を
断
行
し
人
件
費
、

物
件
費
、
補
助
費
等
の
経
常
的
経
費
の
圧
縮

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
在
り

方
も
検
討
し
経
費
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
利
用
者
、
参
加
者
が
減
少
し
て
い

る
事
業
を
見
直
し
、
町
の
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト

は
縮
小
・
統
合
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
団

体
に
協
力
を
求
め
、
補
助
金
額
の
削
減
を
図

り
ま
す
。
新
規
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
は
議

会
等
と
協
議
し
た
上
で
慎
重
に
判
断
し
、
地

方
債
も
交
付
税
措
置
の
あ
る
も
の
を
選
定
し

実
質
公
債
費
比
率
※
２

増
加
の
抑
制
に
努
め

ま
す
。
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【図１】財政調整基金残高推移（Ｒ２以降は予測）

【予算削減取組前】

Ｒ５には財政調整基金

は枯渇

【予算削減取組後】

支出削減の継続により

残高３億円以上を維持

※この図に「会染西部

ほ場整備創設非農用

地の活用」及び「保育園

施設整備」にかかる費

用は含まれません。
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一
方
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
は

最
小
限
に
と
ど
め
、
残
高
を
常
に
３
億
円
程

度
保
持
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
（
図
１

の
「
予
算
削
減
取
組
後
」
参
照
）
。
福
祉
基

金
、
減
債
基
金
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
な

ど
の
特
定
目
的
基
金
は
、
財
政
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
繰
入
れ
を
行
い
ま
す
が
、
財
政
調

整
基
金
の
残
高
の
安
定
後
は
特
定
目
的
基
金

へ
の
積
立
を
再
開
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
算
削
減
は
当
面
、
令
和
７
年
度

ま
で
は
継
続
し
、
そ
の
間
、
随
時
財
政
状
況

を
見
直
し
な
が
ら
削
減
実
施
期
間
を
見
極
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
生
活
に
直
接
影
響
す
る
現
時
点
で
の

削
減
項
目
に
つ
い
て
そ
の
一
部
を
【
表
１
】

に
示
し
ま
す
。

　
　

具
体
的
な
取
り
組
み

（
１
）行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
の
設
置

　

令
和
３
年
度
に
「
行
財
政
改
革
推
進
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
す
。
委
員
会
で
は
、
組
織

や
人
件
費
の
見
直
し
や
、
各
種
事
業
の
必
要

性
、
公
共
施
設
の
在
り
方
等
を
検
討
、
町
は

答
申
を
受
け
行
財
政
改
革
を
実
行
し
、
経
常

的
経
費
の
圧
縮
と
健
全
財
政
の
実
現
に
取
り

組
み
ま
す
。
委
員
は
10
人
以
内
で
公
募
も
行

い
ま
す
。

（
２
）主
な
当
面
の
諸
課
題

①
会
染
西
部
ほ
場
整
備
創
設
非
農
用
地
の
活

用
…
令
和
６
年
度
以
降
、
造
成
工
事
（
約

４
㌶
・
事
業
費
未
定
）

②
会
染
小
学
校
大
規
模
改
修
…
令
和
６
年
度

着
工
予
定
（
総
事
業
費
約
２
億
５
千
万

円
）

③
会
染
保
育
園
施
設
整
備
…
幼
児
教
育
あ
り

方
研
究
部
会
の
結
果
を
受
け
検
討
（
事

業
費
未
定
）

④
町
立
美
術
館
の
運
営
に
つ
い
て
…
指
定
管

理
者
（
シ
ダ
ッ
ク
ス
）
と
の
契
約
は
令

和
４
年
度
ま
で
。
そ
の
間
の
契
約
は
履

行
。
契
約
満
了
後
の
活
用
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
度
中
に
方
向
性
を
出
す
。
施

設
老
朽
化
も
課
題

⑤
人
口
増
対
策
…
移
住
定
住
補
助
金
を
減
額

し
て
継
続
予
定
。
空
き
家
バ
ン
ク
活
用

や
移
住
ツ
ア
ー
等
を
継
続
し
ソ
フ
ト
面

の
充
実
を
図
る

⑥
老
朽
化
建
物
の
維
持
修
繕
等
…
「
公
共
施

設
個
別
施
設
計
画
」
に
基
づ
き
計
画
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
廃
止
を
実
行

⑦
人
口
や
財
政
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
職
員

定
数
…
正
職
員
は
当
面
の
間
、
退
職
者

の
補
充
は
行
わ
ず
削
減
を
図
る
（
総
合

計
画
で
の
職
員
数
目
標
97
人
（
令
和
５

年
度
末)　

※
参
考
：
令
和
２
年
度
末
見

込
１
０
３
人
、
池
田
町
職
員
定
数
条
例

１
１
７
人
）

（
３
）収
入
増
の
取
り
組
み

①
町
有
財
産
の
活
用
（
売
却
・
貸
付
）
…
町

有
地
の
売
却
（
旧
豊
町
教
職
員
住
宅
、

上
原
商
店
跡
地
等
）

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
…
ワ
イ
ン
や
お
米

等
の
返
礼
品
が
好
評
。
さ
ら
な
る
充
実

に
努
め
る

（
４
）「
第
６
次
総
合
計
画
」の
見
直
し

　

予
算
削
減
が
総
合
計
画
、
前
期
基
本
計
画

に
直
接
影
響
を
与
え
る
施
策
は
少
な
い
た

め
、
全
体
見
直
し
は
せ
ず
、
例
年
実
施
し
て

い
る
「
施
策
評
価
検
証
」
の
際
に
開
催
す
る

審
議
会
で
計
画
の
精
査
を
併
せ
て
行
い
ま

す
。
な
お
、
後
期
基
本
計
画
策
定
（
計
画
期

間
令
和
６
～
10
年
度
）
の
際
に
は
行
財
政
改

革
の
内
容
を
反
映
し
ま
す
。

事業名ー予算額 事業内容ー削減内容

移住定住補助金
R3予算2,700万円 540万円
（R2比△3,300万円 5,460万円）

敬老祭交付金
R3予算150万円
（R2比△150万円）

ワイン祭り実行委員会
補助金
R3予算150万円
（R2比△140万円）

池田町観光推進本部
負担金
R3予算450万円
（R2比△562万円）

池田ふるさと祭り事業
補助金
R3予算130万円
（R2比△100万円）

元気なまちづくり事業
補助金
R3予算300万円
（R2比△100万円）

住宅の新築・中古住宅の購入・空き家バ
ンク登録物件改修などに対する補助金。
補助金額を減額し継続予定。※令和3年3月議会定例会での議会側か

らの予算修正により、R3予算が540万
円に減額となりました。

自治会が行う敬老祭に対する交付金。
一人1,000円を500円に削減し、自治会
活動交付金に加算。

ワイン祭りへの補助金。
運営形態を見直し、予算の範囲中で実
施。

観光推進本部への負担金。宣伝や各種
イベントに利用。広告宣伝費を必要最
小限に見直し。

ふるさと祭り「あっぱれ」への補助金。
交流センター周辺への会場変更（予定）
に併せて事業内容を見直し経費削減を
図る。

自治会や団体等によるまちづくり事業
や、自治会実施の資材支給事業に最大
30万円を補助。そのうち、新規のまちづ
くり事業を凍結（令和5年度までの3年間
を予定）。

【表１】予算削減項目（一部抜粋）
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る

　
　

予
算
削
減
の
一
部
取
り
止
め

　

各
種
事
業
の
削
減
案
に
対
し
て
年
末
年
始

に
か
け
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
意
見
を
受

け
検
討
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
予
算
削
減

を
取
り
止
め
ま
す
。

①
や
す
ら
ぎ
の
郷
風
呂
の
営
業

　

日
曜
休
業
案
を
取
り
止
め
現
状
通
り
無
休

（
た
だ
し
利
用
料
は
１
０
０
円
値
上
げ
）

②
入
学
祝
金

　

削
減
を
取
り
止
め
、
現
状
通
り

　

（
小
学
校
５
万
円
、
中
学
校
３
万
円
）

　
　

終
わ
り
に

　

今
後
は
、
過
去
の
教
訓
を
生
か
し
な
が
ら

行
財
政
改
革
に
真
摯
に
と
り
く
み
、
町
民
が

住
み
や
す
く
希
望
が
持
て
る
町
に
一
歩
で
も

近
づ
く
よ
う
、
町
長
以
下
、
職
員
一
同
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
財
政
状
況
改
善
の
取
り

組
み
状
況
は
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
発
言
１

　

理
事
者
の
報
酬
削
減
案
は
評
価
が
で
き

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
責
任
の
取
り
方
の
第

一
歩
で
あ
る
。

　

町
長
は
こ
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
早
い
段

階
か
ら
気
づ
い
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ

も
っ
と
早
く
自
ら
の
責
任
を
示
し
て
、
そ
の

上
で
財
政
再
建
の
方
針
を
示
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
役
場
全
体
の
責
任
が
問
わ

れ
る
の
で
今
後
の
行
動
で
示
す
べ
き
。

回
答

　

ご
指
摘
の
と
お
り
。大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。

○
発
言
２

　

経
常
経
費
が
平
成
28
年
度
と
比
較
し
て

５
億
円
も
増
え
て
い
る
。
職
員
数
を
見
て
も

平
成
28
年
度
と
比
べ
16
人
増
の
１
０
６
人
と

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
そ
の
経
常
経
費
の
削

減
目
標
を
決
め
、
思
い
切
っ
た
削
減
を
。

回
答

　

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

町
職
員
も
一
丸
と
な
っ
て
色
々
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
い
く
。

　

人
件
費
に
つ
い
て
は
臨
時
職
員
の
制
度
改

正
も
あ
っ
て
増
加
し
て
い
る
が
職
員
の
45
歳

早
期
退
職
制
度
導
入
な
ど
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

○
発
言
３

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
再
発

防
止
策
が
必
要
。
チ
ェ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム

を
き
ち
ん
と
す
る
べ
き
。

回
答

　

事
業
を
行
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
財
政

状
況
に
な
る
か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
き
ち

ん
と
し
、
検
証
、
更
新
し
て
い
く
こ
と
で

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

○
発
言
４

　

町
の
責
任
に
焦
点
を
当
て
が
ち
だ
が
議
会

の
責
任
も
あ
る
。
早
急
に
議
員
の
報
酬
カ
ッ

ト
に
つ
い
て
示
す
と
と
も
に
、
議
会
に
よ
る

説
明
会
を
開
い
て
欲
し
い
。

回
答

　

町
の
立
場
な
の
で
回

答
し
か
ね
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
議
会
も
責
任

を
感
じ
て
い
る
。
報
酬

削
減
や
町
民
の
皆
さ
ん

と
の
意
見
交
換
の
場
も

検
討
し
て
い
る
。

第
２
回
町
民
説
明
会
の
意
見
等
抜
粋

用
語
解
説

※
１　

財
政
調
整
基
金

　

経
済
事
情
の
変
動
な
ど
に
よ
る
財
源

不
足
や
災
害
時
の
財
源
等
に
充
て
る
た

め
の
資
金
（
一
般
家
庭
で
い
う
貯
金
）
。

※
２　

実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
お
よ

び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標

化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
す
も

の
。
18
％
以
上
に
な
る
と
、
起
債
に
あ

た
り
県
知
事
の
許
可
が
必
要
。

そ
の
他
資
料
に
つ
い
て

　

本
記
事
は
令
和
３
年
２
月
18
、
19
日
に
開

催
し
た
町
民
説
明
会
に
て
配
布
し
た
資
料
に

掲
載
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
他
、
町
民
説
明

会
で
配
布
し
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

の
資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.ikedam

achi.

net/0000002211.htm
l

【
問
い
合
せ
先
】

企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係

℡（
６
２
）３
１
２
９

（
２
月
18
・
19
日
）
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農業振興地域からの除外手続きについて
　

農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
、
農
用
地
と
し
て
利
用
す
べ
き
と
さ
れ
た
集

団
的
な
優
良
農
地
の
区
域
で
す
。
そ
の
た
め
、
農
用
地
区

域
内
の
農
地
を
転
用
す
る
際
は
、
事
前
に
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

除
外
が
で
き
る
要
件

【
問
い
合
せ
先
】

　
（
農
振
除
外
に
つ
い
て
）

　
　

産
業
振
興
課  

農
政
係	

℡（
６
２
）３
１
２
７

　
（
土
地
利
用
調
整
協
議
に
つ
い
て
）

　
　

企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係	

℡（
６
２
）３
１
２
９

　

除
外
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
農
地
の
種
類
を
確
か
め
た

ら
、
次
に
定
め
る
要
件
が
全
て
満
た
さ
れ
る
か
ど
う
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
当
該
農
地
を
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当
で
あ
っ

て
、
他
に
代
替
で
き
る
土
地
が
な
い
こ
と 

②
周
辺
農
地
に
お
け
る
農
業
上
の
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
な
い
こ
と 

③
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な

い
こ
と

④
農
用
地
区
域
内
の
農
業
用
施
設
（
農
業
用
水
路
や
農
道

な
ど
）
の
有
す
る
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な

い
こ
と

⑤
土
地
改
良
事
業
（
ほ
場
整
備
な
ど
の
公
共
投
資
が
な
さ

れ
た
農
地
）
が
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
か
ら
起
算
し
て

８
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

　

申
請
書
は
産
業
振
興
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。　
　

　

申
請
書
様
式
は
、
産
業
振
興
課

窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
ほ
か
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

転
用
し
よ
う
と
す
る
農
地
は
ど
の
区
域
に
あ
る
か
確
か

め
ま
し
ょ
う
。
転
用
を
し
て
住
宅
や
工
場
な
ど
を
建
設
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
農
地
の
所
在
地
域
に
よ
っ
て
原

則
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

農
地
の
種
別

除
外
申
請
受
付
期
間

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

６
月
１
日（
火
）～
30
日（
水
）※
土
・
日
除
く

　

除
外
を
お
考
え
の
方
は
事
前
に
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
除
外
手
続
き
の
前
に
土
地
利
用
調
整
協
議
も

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
利
用
調
整
協
議
に
は
概
ね
２
週
間
を
要
し
ま
す
。

▲町 HP
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第
１
種
農
地

　

農
業
公
共
投
資
（
ほ

場
整
備
な
ど
）
の
対
象

と
な
っ
た
農
地
や
、
集

団
農
地
（
概
ね
10
㌶
以

上
）
、
生
産
力
の
高
い

農
地
な
ど

原
則
と
し
て
不
許
可
。

た
だ
し
、
集
落
に
接
し

開
発
さ
れ
る
場
合
は
例

外
的
に
許
可

第
２
種
農
地

　

近
い
将
来
、
市
街
地

と
し
て
発
展
す
る
環
境

に
あ
る
農
地
や
農
業
公

共
投
資
（
ほ
場
整
備
な

ど
）
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
生
産
力
の
低
い

集
団
地
（
概
ね
10
㌶
未

満
）
の
農
地
な
ど

第
３
種
農
地
に
立
地
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
許
可

第
３
種
農
地

　

水
管
及
び
下
水
道
管

が
埋
設
さ
れ
て
い
る
道

路
沿
道
区
域
で
近
距
離

（
概
ね
５
０
０
㍍
）
内

に
二
以
上
の
教
育
施

設
、
医
療
施
設
、
公
共

施
設
が
在
る
農
地
ま
た

は
市
街
地
に
在
る
農
地

な
ど

原
則
と
し
て
許
可



がん検診推進事業（無料クーポン配付）について
　

健
康
診
断
や
検
診
は
ご
自
身
の
か
ら
だ
の
状
態
を
知
る
大
切
な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。

町
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
・
死
亡
率
減
少
の
た
め
各
種
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
を
目
的
に
、
該
当
年
齢
の
方
に
検
診
料
が
無
料
と
な

る
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
す
る
「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
・
配
布
方
法
に
つ
い
て

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者

対
象
と
な
る
検
診

41 21 令
和
３
年
度
年
齢

和
昭

55
56

成
平

12
13

生
年
月
日

　

対
象
者
の
う
ち
、
昨
年
12
月
に
令
和
３
年
度
の
検
診
調
査
を
し
て
希
望
さ
れ
た
方
に
、

５
月
下
旬
を
め
ど
に
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
受
診
案
内
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
。
申
込
み

を
忘
れ
た
方
は
４
月
末
ま
で
に
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
、
①
町
の
集
団
検
診
か
、
②
受
託
医
療
機
関
で
の
個
人

検
診
受
診
時
に
提
示
す
る
と
、
検
診
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
②
を
希
望
す
る
方
は
、
事

前
に
健
康
増
進
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
人
間
ド
ッ
ク
で

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※
令
和
３
年
４
月
20
日
付（
国
基
準
日
）で
池
田
町
に
住
所
が
あ
る
方
の
み
。

※
令
和
３
年
度
年
齢
と
は
令
和
３
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
誕
生
日

を
迎
え
る
方
の
年
齢
で
す
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係　

℡（
６
１
）５
０
０
０

　

『
ま
い
さ
ぽ
』
と
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
県
お
よ
び

県
内
各
市
が
設
置
し
て
い
る
自
立
相
談
機
関
で
す
。

『
ま
い
さ
ぽ
』
を
ご
存
知
で
す
か
？

【
問
い
合
せ
先
】

ま
い
さ
ぽ
大
町	

℡（
２
２
）７
０
８
３

健
康
福
祉
課  

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー　

℡（
６
１
）５
０
０
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
き
、
厳
し
い
経
済
・
雇
用

情
勢
の
中
で
、
生
活
困
窮
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
相
談
先
に
困

り
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
が
現

実
で
す
。
あ
な
た
の
周
り
に
も
そ
う
い
っ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

・
ひ
と
り
親
で
負
担
が
大
き
い

・
失
業
し
た

・
家
賃
や
学
費
が
払
え
な
い

・
気
分
が
沈
む
、
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い

・
生
活
が
苦
し
い　
　

な
ど

悩
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
対
応
方
法
も
違
い
ま
す
。

あ
な
た
を
支
え
る
支
援
が
あ
り
ま
す
！

【
相
談
か
ら
支
援
の
流
れ
一
例
】

◇
仕
事
の
困
り
ご
と

休
業
し
た
・
失
業
し
た

→
貸
付　
生
活
の
立
て
直
し
資
金
貸
付　

上
限
15
万
円
（
単
身
）

→
支
援　
生
活
資
金
確
保
の
た
め
の
緊
急
就
労
支
援

◇
住
ま
い
の
困
り
ご
と

家
賃
が
払
え
な
い

→
給
付　
家
賃
相
当
分
の
支
給　

最
長
12
か
月

→
減
免　
県
営
住
宅
の
家
賃
減
免

多世代相談センターだより
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胃
・
大
腸
が
ん
検
診 

予
約
制

《
対
象
年
齢
》
30
歳
以
上　

《
料

金
》
胃
１
６
０
０
円
・
大
腸
５
０
０
円

《
受
付
時
間
》
午
前
７
時
30
分
～
10
時
30
分

《
日
程
・
会
場
》
４
月
16
日（
金
）・
21
日（
水
）～
23
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

５
月
11
日（
火
）～
13
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
受
診
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
検
診 

予
約
制

　

特
定
健
康
診
査
・
長
寿
医
療
制
度
健
康
診
査
を
受
診
せ

ず
、
前
立
腺
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
す
る
方
は
、
下
記
日

程
に
よ
り
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
診
査
の
日
程
は
５

月
下
旬
頃
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
対
象
年
齢
》
50
歳
以
上　

《
料

金
》
６
０
０
円

《
受
付
時
間
》
午
前
10
時
～
11
時

《
日
程
・
会
場
》
６
月
22
日（
火
）多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

７
月
４
日（
日
）保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
受
診
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診 

予
約
制

《
対
象
年
齢
》
40
歳
以
上　

《
料

金
》
２
７
０
０
円

《
日
程
・
会
場
》
９
月
15
日（
水
）～
17
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

11
月
10
日（
水
）～
12
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
受
診
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

乳
房
検
診
（
超
音
波
検
診
） 

予
約
制

《
対
象
年
齢
》
25
歳
以
上　

《
料

金
》
１
４
０
０
円

《
日
程
・
会
場
》
５
月
14
日（
金
）・
17
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

６
月
９
日（
水
）・
10
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
受
診
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診 

予
約
制

《
対
象
年
齢
》
40
歳
～
74
歳
の
偶
数
年
齢
の
方　

《
料

金
》
２
１
０
０
円

《
日
程
・
会
場
》
10
月
５
日（
火
）～
８
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
受
診
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※
し
こ
り
な
ど
自
覚
症
状
の
あ
る
方
は
、
直
接
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
検
診 

予
約
制

《
対
象
年
齢
》
20
歳

　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
21
歳
以
上
の
奇
数
年
齢
の
方

《
料

金
》
１
７
０
０
円

　
　
　
　
　

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
希
望
者
１
５
０
０
円
加
算
）

《
日
程
・
会
場
》
８
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

９
月
２
日（
木
）・
８
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
受
診
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

長
寿
医
療
制
度
健
康
診
査 

予
約
制

《
対
象
年
齢
》
満
75
歳
以
上　

《
料

金
》
１
０
０
０
円

《
受
付
時
間
・
日
程
・
会
場
》

◇
午
後
１
時
15
分
～
３
時

　

６
月
17
日（
木
）・
21
日（
月
）　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

７
月
２
日（
金
）・
８
日（
木
）・
13
日（
火
）保

健
セ
ン
タ
ー

◇
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

６
月
18
日（
金
）・
23
日（
水
）　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

７
月
９
日（
金
）・
14
日（
水
）　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
受
診
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

●
受
診
案
内
な
ど
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

●
受
診
ご
希
望
の
方
は
直
接
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
特
定
健
康
診
査
、
長
寿
医
療
制
度
健
康
診
査
な
ど
と
併

せ
て
受
診
で
き
ま
す
。

《
対
象
年
齢
》
65
歳
以
上　

《
料

金
》
５
０
０
円

《
受
付
時
間
・
日
程
・
会
場
》

◇
午
前
８
時
～
10
時
30
分

　
　

お
よ
び
午
後
１
時
45
分
～
３
時
30
分

　

６
月
17
日（
木
）・
21
日（
月
）　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

７
月
２
日（
金
）・
８
日（
木
）・
13
日（
火
）保健

セ
ン
タ
ー

◇
午
前
８
時
～
10
時
30
分

　

９
月
６
日（
月
）　

保
健
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係　

℡（
６
１
）５
０
０
０
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未就園向けサービスをご利用ください！

●一時保育（初回利用時に池田保育園での手続きが必要） ●園開放

月～金曜日 午前８時30分～午後４時30分

土曜日 午前８時30分～午後０時30分

●園庭開放

３歳以上児 1,400円／回

1,400円／回（４時間未満） 毎週火曜日（５～３月） 午前10時～11時

2,800円／回（４時間以上）

給食 200円／回 第３日曜日（５～11月） 午前９時～午後５時

おやつ 50円／回

里帰り出産でもご利用できます（産前・産後30回まで）。詳し
くは池田保育園までお問い合せください。

利用料金

利用可能時間

３歳未満児

池田・会染保育園

６月24日（木）・10月14日（木）

池田・会染保育園

池田保育園

　保育園に在園していない子どもの保護者の方向けのサービスをご紹介します。

※状況により延期または中止となる場合があり

ます。

【問い合せ先】池田町認定こども園  池田保育園　℡ 62-2043 ／会染保育園　℡ 85-5508

会染保育園の方向性検討報告
　

老
朽
化
が
進
む
会
染
保
育
園
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
令
和

２
年
度
に
町
議
会
議
員
、
学
校
長
、
保
育
園
・
小
中
学
校
保

護
者
代
表
等
で
構
成
さ
れ
る
「
幼
児
教
育
あ
り
方
研
究
部

会
」
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
末
ま
で
に
結
論
に
は
至
ら
ず
、
検
討
結
果
を

「
中
間
答
申
」
と
し
て
町
教
育
委
員
会
に
答
申
し
ま
し
た
。

内
容
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
役
場
庁

舎
、
交
流
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で
公
表
し
ま

し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

方
向
性
は
一
つ
の
案
で
あ
り
決
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、

４
月
以
降
も
継
続
し
て
検
討
を
続
け
ま
す
。

意
見
募
集

　

内
容
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
、
質
問
・
意
見
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

《
募
集
期
間
》
４
月
23
日
（
金
）
ま
で

《
募
集
対
象
者
》
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
方
、
法
人
そ
の
他
の
団
体

《
提
出
方
法
》

◆
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
入
力

◆
公
共
施
設
に
設
置
し
た
意
見
記
入
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

①
直
接　

教
育
委
員
会
学
校
保
育
課
（
教
育
会
館
２
階
）

②
郵
送　

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６

池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６　

池
田
町
役
場

③
フ
ァ
ク
ス　

（
６
１
）
１
６
６
５

　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
内
容
を
取
り
ま
と
め
、
回
答
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

ま
た
今
後
継
続
す
る
検
討
の
中
で
、
皆
さ
ま
か
ら
直
接
意
見
を
お
聞
き
す
る
機
会
を
設
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】教
育
委
員
会  

学
校
保
育
課	

℡（
６
１
）１
４
３
０ 会染保育園の環境向上を目指して
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・Ｒｅｄｕｃｅ
　リデュース（発生抑制）

・Ｒｅｕｓｅ
　リユース（再使用）

・Ｒｅｃｙｃｌｅ
　リサイクル（再資源化）
の頭文字をとった言葉で、
環境にできるだけ負担を
か けな い 循 環 型 社 会を
形成するための重要な標
語です。資源の有効利用、
環境保全の施策の基本と
なっています。

環境用語の知識

３Ｒ
（スリーアール）

ポ
イ
ン
ト

生
ご
み
の
量
を
減
ら
す

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

池
田
町
の
平
成
30
年
度
の
１
人
当
た
り
の
生
活
系
ご
み
の
排
出
量
は

５
１
３
㌘
で
、
長
野
県
の
平
均
５
５
４
㌘
を
下
回
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

日
々
の
取
り
組
み
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ご
み
の
削
減
や
発
生
抑
制
は
環
境
へ
の
負
担
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
次
世

代
に
豊
か
な
自
然
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
自
分
た
ち
で
出
来
る
身
近
な

方
法
で
す
。

　

穂
高
広
域
施
設
組
合
の
調
査
で
は
、
燃
え
る
ご
み
の
約
３
割
が
生
ご
み
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
生
ご
み
の
減
量
は
、
燃
え
る
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

買
い
物
に
行
っ
た
際
に
つ
い
必
要
の
な
い
食
品
を
買
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
冷
蔵
庫
に
し
ま
い
込
ん
だ
ま

ま
期
限
切
れ
に
な
っ
た
し
ま
っ
た
り
、
食
べ
き
れ
な
か
っ

た
り
す
る
と
、
生
ご
み
を
増
や
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
買
い
物
の
前
に
冷
蔵
庫
の
中
な
ど
を
確
認
し
て
、

買
い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
お
料
理
を
た
く
さ
ん
作
り
す
ぎ
て
食
べ
き
れ
な
い
ま
ま
傷
ん
で
捨

て
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
残
り
物
が
な
る
べ
く
出
な
い
よ
う

に
、
食
べ
き
れ
る
量
を
作
る
こ
と
を
心
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

朝
さ
ん
ぽ
と
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド

　

朝
さ
ん
ぽ
は
、
京
都
に
住
ん
で
い
た
時
か
ら

の
日
課
で
、
池
田
町
に
来
て
か
ら
も
日
課
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
30
分
か
ら
1
時
間
ほ
ど
ゆ

っ
く
り
と
歩
き
ま
す
。
コ
ー
ス
は
、
一
丁
目
の

借
家
か
ら
池
田
八
幡
神
社
で
お
参
り
し
た
あ

と
、
高
瀬
川
大
橋
ま
で
出
て
、
高
瀬
川
沿
い

を
下
る
、
と
い
う
感
じ
で
万
歩
計
を
見
る
と

３
０
０
０
歩
ほ
ど
で
す
。
高
瀬
川
沿
い
の
道
は

平
地
部
よ
り
少
し
高
い
場
所
に
な
る
の
で
眺
め

が
と
て
も
よ
く
、
東
山
の
朝
焼
け
や
お
天
気
の

よ
い
日
は
、
北
は
白
馬
方
面
か
ら
南
は
北
岳
方

面
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
冬
は
寒
く
て

起
き
る
の
が
大
変
で
す
が
、
キ
ー
ン
と
冷
た
い

空
気
の
中
を
歩
く
の
が
気
持
ち
よ
く
、
目
も
覚

め
ま
す
！
日
々
の
山
・
空
・
雲
の
変
化
が
新
鮮

で
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

朝
さ
ん
ぽ
の
あ
と
は
お
腹
が
と
て
も
減
り
ま

す
。
今
は
朝
ご
は
ん
に
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
を
食
べ

る
の
が
マ
イ
ブ
ー
ム
で
し
て
…
。
パ
ン
に
チ
ー

ズ
＆
ハ
ム
を
挟
む
の
が
お
気
に
入
り
で
、
そ
れ

に
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
を
付
け
る
の
が
定
番
で

す
。
か
れ
こ
れ
３
か
月
ほ
ど
ブ
ー
ム
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
春
野
菜
・
夏
野
菜
も
加

え
て
色
々
な
具
の
組
み
合
わ
せ
を
開
拓
し
て
い

こ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
朝
さ
ん
ぽ
と
ホ

ッ
ト
サ
ン
ド
」
よ
か
っ
た
ら
一
度
お
試
し
く
だ

さ
い
。

数
馬　

元
美

企
画
政
策
課  

移
住
定
住
促
進
係

わ
た
し
の
つ
ぶ
や
き

№ 73▲高瀬川沿いからの朝焼け

みんなで実践　ごみ削減！
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◆
活
動
の
窓
◆

囲
碁
将
棋
麻
雀
大
会
開
催

　

３
月
６
日
、
第
50
回
池
田
町
囲
碁

将
棋
麻
雀
大
会
を
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
と
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
の
着
用
、
毎
試
合
後
の
用

具
の
消
毒
等
の
感
染
症
対
策
を
徹
底

し
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と

す
る
初
め
て
の
大
会
と
な
り
、
総
勢

52
人
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

◎
将
棋　

小
中
学
生
の
部

　

優　

勝　

伊
藤
隼
琉

　

準
優
勝　

矢
口
和
磨

　

３　

位　

矢
口
陽
真

◎
将
棋　

一
般
の
部

　

優　

勝　

渡
邊
秀
雄

　

準
優
勝　

滝
澤
政
明

　

３　

位　

萩
原
渥
美

◎
囲
碁　

小
中
学
生
一
般
混
合
の
部

　

優　

勝　

村
上
奏
太

　

準
優
勝　

村
上
煌
唱

　

３　

位　

井
口
博
文

　

４　

位　

村
上　

凛

◎
麻
雀　

一
般
の
部

　

優　

勝　

甲
斐
秀
利

　

準
優
勝　

熊
岡
幹
子

　

３　

位　

門
田
泰
雄

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
開
幕
に
合
わ
せ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー

　

３
月
２
日
（
火
）
総
合
体
育
館
で

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
松
本
山
雅

Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
担
当
の
元
選

手
片
山
真
人
さ
ん
を
迎
え
、
保
育
園

児
か
ら
60
代
ま
で
約
30
人
が
体
験
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
歩
く
姿
勢
の
練
習
、
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
遊
び
の
要
素
を
取

り
入
れ
た
練
習
の
後
に
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
サ
ッ
カ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
は
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
発
祥
で
、
年
齢
や
性
別
、

障
害
の
有
無
な
ど
を
問
わ
ず
に
プ
レ

ー
で
き
る
競

技
で
す
。
町

で
は
幅
広
い

年
代
が
楽
し

め
る
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
普

及
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

体
験
会
で
は
、
走
っ
て
は
い
け
な

い
ル
ー
ル
で
す
が
、
ボ
ー
ル
を
追
う

際
つ
い
つ
い
走
っ
て
し
ま
い
、
い
つ

も
と
違
う

ル
ー
ル
に

悩
み
な
が

ら
楽
し
ん

で
プ
レ
ー

を
し
て
い

ま
し
た
。

小
学
生
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業

　

「Sm
ile  Future

子
供
達
を
笑

顔
に
」
と
３
月
４
日
（
木
）
会
染
小

学
校
６
年
生
を
対
象
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
開
催
し
ま
し
た
。
先
生
に
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
の
片
山
真
人
さ
ん
を
迎
え

「
夢
・
目
標
・
人
生
」
に
つ
い
て
自

ら
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

 　

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
で
は
、
J
リ
ー

グ
の
サ
ッ
カ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
地

域
貢
献
事
業
と
し
て
子
ど
も
達
ま
た

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
人
達
が
元
気
に
な

る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
を
み
ん
な
で

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

池
田
町
の
紹
介
動
画
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

https://w
w

w
.yam

aga-fc.com
/

hom
e-tow

n

公
民
館
か
ら

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

手に汗握る真剣
勝負！一手一手
にドラマがあり
ます。

総
合
体
育
館
か
ら

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

毎試合終了後、
使った用具の消
毒を徹底。

ウオーミングアップウオーキングサッカーの試合

片山さんの授業風景

▲山雅 HP
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆４月の休館日　　５・12・19・26・27 日

（27 日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

迷走生活の方法 めがねがね松本平・安曇野・仁科の里
観音札所百番めぐり

その他の新着書
嘘かまことか	 平岩弓枝　
ＧｏＴｏマリコ	 林真理子　
大義	 今野敏　　
ムーンライト・イン	 中島京子　
その扉をたたく音	 瀬尾まいこ
ミスしない大百科	 飯野謙次　
家族の味	 平野レミ　
草木鳥鳥文様	 梨木香歩　
た・ま・ご　　ケビン・ヘンクス

広告の会社、作りました　中村航
傷痕のメッセージ	 知念実希人
今だから知りたい
　　ワクチンの科学	 中西貴之
アロマ＆ハーブ療法Ｑ＆Ａ

林真一郎
なぞとき深海 1 万メートル

蒲生俊敬
はしごしゃの のびるくん

鎌田歩

窪田 雅之　著
（信濃毎日新聞社）

　松本～安曇野～大町周辺
に点在する観音札所は、ちょ
うど 100 ヵ所。近 場で 気 軽
に楽しめる「お寺歩きガイド
ブック」です。広津の成就院
も掲載。

福岡　伸一 著 
（文藝春秋）

　迷走生活とは、秘かなパ
ワーを持つ“迷走”神経を活
性化し、些細な事にとらわれ
ず、朗らかに長生きする生
活のこと。誰かに話したくな
る知識が満載です。

tupera tupera 　さく
（ひさかたチャイルド）
　かえるさんがぴょー
んと跳ねたら、めがね
がどこかへ飛んでいき
ました。かえるさんの代
わりにめがねを見つけ
てあげましょう。

【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
創
造
館

℡（
６
２
）６
０
６
５

　

左
記
期
間
中
、町
内
外
問
わ
ず

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
無
料
で

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
家
族
や
お
友

達
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
お
一
人
で
の
挑
戦
も
大
歓
迎

で
す
。

《
開
催
日
時
》

　

５
月
３
日（
月
）～
５
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

《
料
金
》

　

ワ
ン
ラ
ウ
ン
ド　

５
０
０
円

　
　
　
（
町
民　
　

２
５
０
円
）

　

＋　

道
具
貸
出
料
１
０
０
円

※
町
内
外
問
わ
ず
、中
学
生
以
下

無
料

《
受
付
》

　

創
造
館
で
受
け
付
け
ま
す
。事

前
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

子
ど
も
無
料
！

４
月
は
、
さ
く
ら
咲
く

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
へ

　

４
月
は
、
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
桜

が
美
し
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
散
歩

や
お
花
見
に
ご
家
族
や
お
友
達
と
、

ま
た
、
一
人
静
か
に
楽
し
む
の
も
よ

い
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
！

　

今
年
は
や
や
早
め
の
開
花
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
桜
の
ベ
ス
ト
シ
ー

ズ
ン
を
お
見
逃
し
な
く
。

▲「ちびっこ広場」の桜（令和２年４月中旬）

クラフトパーク＆創造館だより

　ご家庭で読まれなくなった本の ご提供をお願い
します。
受付期間：4 月 10 日（土）～ 28 日（水）
受付場所：図書館カウンター
　ただし、雑誌、コミック、全集、辞書事典類、汚れや
傷みが著しいものなどは お断りする場合もありま
す。詳しくはお問い合わせください。

4 月 29 日（木）午前 10 時～午後４時
交流センターかえで　クラフトルーム周辺にて

会場：交流センターかえでクラフトルーム周辺

『本のリサイクル広場・春』開催！
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「風光る」塩入　久

４
月
３
日
（
土
）
か
ら
「
―
風
光
る
―
異
種
四
人
展
」
開
催
！

【
問
い
合
せ
先
】  

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

一
陽
来
復
、
長
い
冬
が
終
わ
り
、
春
の
風
が
安

曇
野
で
き
ら
き
ら
と
輝
き
始
め
る
こ
の
時
期
、
当

館
で
は
『
― 
風
光
る 

― 

異
種
四
人
展
』
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
松
本
市
在
住
の
木
版
画
家 

塩

入
久
が
声
掛
け
を
し
、
賛
同
し
た
書
家 

山
内
清

香
、
パ
ス
テ
ル
画
家 

松
下
英
と
も
、
乾
漆
彫
刻
家 

大
曽
根
俊
輔
に
よ
る
合
同
四
人
展
で
す
。

作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同

じ
テ
ー
マ
に
よ
る
作
品
の
見
比
べ
も
楽
し
い
展
覧

会
で
す
。
ま
た
、
作
品
の
制
作
工
程
に
つ
い
て
も

パ
ネ
ル
や
映
像
で
紹
介
し
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
創
り
出
さ
れ
る
四
人
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
※
「
風
光
る
」
は
春
の
季
語
。
春
風
が
き
ら
き
ら

と
光
輝
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
）

《
会　
　

期
》
４
月
３
日（
土
）～
６
月
20
日（
日
）

《
休
館
日
》
月
曜
日
・
５
月
６
日（
木
）

《
開
館
時
間
》
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

　
　
　
　
　
　

※
当
面
の
間
、時
短
営
業
中
。

《
会　
　

場
》
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》
一　

般
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
大
生
４
５
０
円（
４
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　

当
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
臨
時
休
館

や
開
館
時
間
の
短
縮
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
新
情
報
や
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
諸
注
意
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://navam

.jp

）
に
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

「春霖寂聴」松下英とも

「和楽」山内清香「麒麟ガンバ」大曽根俊輔

男
女
共
同
参
画　

自
分
ら
し
く
生
き
る
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厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
令
和
元
年
度
の
育
児
休
業
取
得

率
は
女
性
が
83
・
０
％
、
男
性
が
７
・
５

％
と
、
男
女
で
数
字
に
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
ま
す
。
男
性
の
取
得
率
は
年
々
上
昇

傾
向
に
あ
る
も
の
の
諸
外
国
と
比
べ
て
も

依
然
と
し
て
低
い
水
準
で
す
。

　

男
性
が
育
児
休
業
を
利
用
し
な
か
っ
た

理
由
に
つ
い
て
は
「
会
社
で
育
児
休
業

制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

（
23
・
４
％
）
」
「
職
場
が
育
児
休
業
制

度
を
取
得
し
づ
ら
い
雰
囲
気
だ
っ
た
か
ら

（
21
・
８
％
）
」
「
男
性
の
社
員
や
有
期

契
約
社
員
の
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て
、

会
社
や
上
司
、
職
場
の
理
解
が
な
か
っ
た

か
ら
（
15
・
１
％
）
」
。
制
度
的
な
面
と

心
理
的
な
面
が
大
き
く
左
右
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、
半
年
間
の
育
児
休
業

と
、
３
か
月
間
の
時
短
勤
務
を
し
ま
し

た
。
私
も
妻
も
両
親
が
遠
方
で
暮
ら
し
て

い
た
の
で
、
妻
一
人
で
の
育
児
は
負
担
が

大
き
い
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
育
児
を
経

験
し
て
み
る
と
そ
の
大
変
さ
と
責
任
の
重

さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
昼
夜
問
わ
ず
乳

児
の
世
話
を
す
る
の
は
、
個
人
的
に
は
仕

事
よ
り
も
よ
ほ
ど
大
変
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

性
別
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
育
児
休
業
を

取
れ
る
社
会
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
職
場
の
理
解
を
得
て
、
臆
せ
ず
育

休
を
取
得
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
「
そ

う
は
言
っ
て
も
上
司
が
…
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
「
育
休
を
取

る
な
ん
て
け
し
か
ら
ん
！
」
と
上
司
が
怒

る
よ
う
な
会
社
で
今
後
も
働
き
続
け
た
い

で
し
ょ
う
か
？
（
鈴
木
）

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

育
休
の
す
す
め

【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局　

℡（
６
２
）２
０
５
８

出
典
：
男
女
共
同
参
画
啓
発
か
る
た

　
　
　
（
長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
い
と
ぴ
あ
）



　

令
和
２
年
４
月
に
計
画
さ
れ
て
い
た

３
年
生
の
修
学
旅
行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
11
月
末
に
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
「
平
和

学
習
」
の
一
環
と
し
て
、
広
島
県
を
訪

れ
る
計
画
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
状
況
が
改
善
せ
ず
、
急
き
ょ

県
内
一
泊
へ
変
更
し
、
３
学
年
職
員
と

生
徒
た
ち
が
短
期
間
に
一
か
ら
作
り
直

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
積
み
重
ね
て
き
た
平
和
学
習

を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
阿

智
村
の
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
を
訪
問

し
ま
し
た
。
ま
た
伊
那
市
で
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
や
陶
芸
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
中
か
ら

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
選
択
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。
２
日
目
に
は
諏
訪
湖
ク
ル
ー
ズ
、

松
本
市
内
散
策
、
ホ
テ
ル
昼
食
で
の
マ

ナ
ー
講
座
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
２
日
間

を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

２
学
年
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
目
的
地
や

日
程
な
ど
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
企
画

し
、
１
組
は
安
曇
野
ア
ー
ト
ヒ
ル
ズ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク

に
、
２
組
は
軽
井
沢
ま
で
足
を
伸
ば
し
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学

や
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
む
計
画
を
立
て
ま

し
た
。
中
心
に
な
っ
て
企
画
し
た
生
徒
た

ち
は
「
不
安
も
あ
っ
た
け
れ
ど
自
分
た
ち

で
計
画
を
し
た
こ
と
が
実
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
し
、
す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
し
た
」

「
準
備
の
た
め
の
準
備
が
大
切
だ
と
知
っ

た
」
と
振
り
返
り
、
充
実
し
た
学
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

自
学
ノ
ー
ト
の
取
り
組
み
も
含
め
、

生
徒
の
自
己
決
定
を
促
し
尊
重
す
る
校

風
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

高 瀬 中 学 校
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し

実
施
し
た
修
学
旅
行

自
分
で
考
え
、
決
め
て
、

ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

大町ダム放流警報の運用が新しくなります
通
常
の
放
流
は
河
川
に
向
け
た
放
送

異
常
洪
水
時
防
災
操
作
は
河
川
と
住
宅
に
向
け
た
放
送

新
し
い
放
流
警
報
の
運
用
（
令
和
３
年
６
月
か
ら
運
用
予
定
）

　

大
町
ダ
ム
で
は
高
瀬
川
に
沿
っ
て
放
流
警
報
所
を
30
か
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
か
ら
放
流
を
行
う
時
に
、
高
瀬
川
上
流
か
ら
犀
川
合
流
点
ま
で
順
番
に
放

流
警
報
を
鳴
ら
し
、
河
川
内
に
い
る
方
々
に
河
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
こ
と
に
対

す
る
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
６
月
か
ら
は
、

異
常
洪
水
防
災
操
作
な
ど
で

河
川
が
氾
濫
す
る
恐
れ
が
あ

る
時
に
住
宅
に
向
け
て
放
流

警
報
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

異常洪水防災操作時は
住宅側にも放送

通常の放流時は河川側に放送

異
常
洪
水
時
防
災
操
作
と
は
？

　

大
町
ダ
ム
は
、
大
雨
に
よ
り
下
流
に
対
し

て
安
全
な
量
を
上
回
る
量
の
水
が
流
れ
込
ん

だ
時
に
、
上
回
る
量
に
応
じ
て
水
を
た
め
、

下
流
に
流
す
量
を
減
ら
し
ま
す
。
し
か
し
、

大
町
ダ
ム
が
こ
れ
以
上
の
水
を
た
め
ら
れ
な

い
と
い
う
状
況
に
な
る
と
、
異
常
洪
水
時
防

災
操
作
を
行
い
、
流
れ
込
む
水
の
量
と
同
じ

量
を
下
流
に
放
流
し
ま
す
。

【イメージ図】大雨が続いてダムに
水がためられなくなった時

ダムに入ってくる水量
＝放流する水量

▲放流警報所
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ゆ
き
だ
る
ま

　
つ
く
っ
て
ド
ア
か
ら

　
そ
っ
と
見
た

　

池
田
小
学
校

　
一
年
一
組

　
し
ぶ
た
み

　
ゆ
う
り

「
け
し
ご
む
」

け
し
ご
む
は

　
　

え
ん
ぴ
つ
で
か
い
た
の
は

　
け
せ
る
け
ど

マ
ジ
ッ
ク
で
か
い
た
の
は

　
け
せ
な
い

ど
う
し
て
か
な

池
田
小
学
校

　
二
年
一
組

　
と
く
た
け

　
ゆ
め

さ
む
く
て
も

　
ま
け
な
い
き
み
に

　
金
メ
ダ
ル

池
田
小
学
校

　
三
年
一
組

　
荒
田

　
カ
ミ

虫
の
声

　
い
つ
も
小
さ
な

　
音
楽
会

池
田
小
学
校

　
三
年
一
組

　
西
澤

　
ひ
よ
り

学
校
は

　
み
ん
な
と
あ
え
て

　
ほ
っ
と
し
ま
す

池
田
小
学
校

　
四
年
一
組

　
降
旗

　
彩
翔

雪
が
ふ
っ
て
い
る

　
　

「
コ
ン
コ
ン
コ
ン
コ
ン
」

「
ヒ
ュ
ー
ン
ヒ
ュ
ー
ン
」

　

雪
が

　
つ
も
っ
た

ふ
む
と
「
む
ぎ
ゅ
っ
」

歩
く
と
「
む
ぎ
ゅ
っ
む
ぎ
ゅ
っ
」
と

雪
た
ち
が
話
し
合
っ
て
い
る

い
い
声
し
て
い
る
な
ぁ	

池
田
小
学
校

　
四
年
一
組

　
お
ぎ
く
ぼ

　
友
美

光
が
さ
す

　
空
か
ら
夏
の

　
声
が
す
る

池
田
小
学
校

　
五
年
一
組

　
浅
田

　
成
穂

か
ら
あ
げ
を
あ
げ
て
い
る
時

　

ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
音
が
し
た

　

い
い
音
だ
な
ぁ
～

か
ら
あ
げ
を
食
べ
た
時

最
初
に
な
っ
た
音
が

サ
ク
ザ
ッ
ク
っ
て
い
う
音
だ
っ
た

　

音
っ
て
不
思
議

　

だ
っ
て
さ
っ
き
は
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
音
が
な
っ
て
た
の
に

今
度
は
サ
ク
サ
ク
音
が
な
る

音
っ
て
不
思
議	

	
	

	
	

池
田
小
学
校

　
四
年
一
組

　
薄
井

　
咲
紀

雪
の
結
晶

　
ぼ
く
の
手
の
中

　
と
け
て
ゆ
く

池
田
小
学
校

　
六
年
一
組

　
荻
窪

　
拓
平

サ
ク
ラ
さ
け

　
も
う
す
ぐ
二
年

　
た
の
し
み
だ

会
染
小
学
校

　
一
年
東
組

　
あ
め
み
や

　
ふ
ゆ
こ

コ
ロ
ナ
の
せ
い

　
ど
こ
に
も
い
け
ぬ

　
冬
休
み

会
染
小
学
校

　
二
年
東
組

　
一
岡

　
大
と

け
ん
て
い
で

　
名
人
と
っ
た

　
ぼ
く
の
え
ん
ぴ
つ

　
ほ
こ
り
で
す

会
染
小
学
校

　
三
年
東
組

　
寺
島

　
光
洋

「
め
だ
か
」

め
だ
か
は
不
思
議

お
ビ
レ
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら

　
ち
ょ
う
ち
ょ
み
た
い

め
だ
か
は
不
思
議

口
を
パ
ク
パ
ク
パ
ク

　
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

め
だ
か
は
不
思
議

お
目
々
く
り
く
り

　
ビ
ー
玉
の
よ
う	

会
染
小
学
校

　
四
年
東
組

　
杉
本

　
諒
晟

じ
い
が
た
け

　
ス
キ
ー
や
っ
た
ら

　
鳥
の
よ
う

会
染
小
学
校

　
二
年
西
組

　
し
お
原

　
こ
の
み

裏
通
り

　
目
に
飛
び
こ
ん
だ

　
赤
い
壁

　
染
め
て
い
た
の
は

　
燃
え
た
夕
焼
け

高
瀬
中
学
校

　
二
年
二
組

　
青
山

　
奏
穂

　

浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
で
は
、
池
田
町
出
身
で
童
謡

「
て
る
て
る
坊
主
」
の
作
詞
者
浅
原
六
朗
が
、
形
式
に

と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
俳
句
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
因
み

平
成
18
年
か
ら
町
内
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
毎

年
、
短
歌
・
俳
句
・
詩
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
町
内
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
も
あ
り
大
人
の
部
門
を

設
け
ま
し
た
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
状
況
の
な
か
親
子
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
方
も
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
応

募
数
は
子
ど
も
の
部
門
は
５
３
６
作
品
、
大
人
の
部
門

は
77
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
選
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

『子ども・おとながつくる短歌・俳句・詩』入選作品

▲入選作品は４月中旬まで交流センター
かえでに展示してあります。

子
ど
も
の
部
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「
ほ
こ
り
」

ほ
こ
り
さ
ん
が
ね

太
陽
の
光
と

　
わ
い
わ
い

　
遊
ん
で
る

ほ
こ
り
さ
ん
が
ね

太
陽
の
光
と

　
き
ら
き
ら
と

　
光
っ
て
る

会
染
小
学
校

　
四
年
東
組

　
吉
田

　
彩
空

あ
り
が
と
う

　
し
わ
し
わ
の
手
か
ら

　
お
と
し
玉

高
瀬
中
学
校

　
一
年
二
組

　
北
澤

　
一
織

わ
ら
っ
て
る

　
家
族
で
つ
く
っ
た

　
雪
だ
る
ま

高
瀬
中
学
校

　
一
年
一
組

　
矢
口

　
那
央

冬
休
み

　
塾
三
昧
の

　
そ
の
あ
と
は

　
お
も
ち
に
テ
レ
ビ

　
幸
せ
三
昧

高
瀬
中
学
校

　
二
年
一
組

　
髙
橋

　
銀
心

マ
ス
ク
な
し

　
み
ん
な
の
笑
顔

　
見
て
み
た
い

会
染
小
学
校

　
六
年
東
組

　
麻
和

　
由
利
奈

午
後
一
時

　
日
蔭
を
探
し

　
歩
く
道

高
瀬
中
学
校

　
一
年
三
組

　
小
林

　
舞
花

ヨ
ー
グ
ル
ト

　
ふ
た
を
開
け
た
ら

　
す
ぐ
さ
ま
に

　
す
っ
と
ん
で
来
る

　
私
の
愛
犬

会
染
小
学
校

　
五
年
東
組

　
矢
口

　
明
真
音

冷
え
た
足

　
あ
っ
た
め
た
く
て

　
ぽ
か
ぽ
か
の

　
こ
た
つ
に
入
れ
ば

　
足
が
た
く
さ
ん

高
瀬
中
学
校

　
二
年
一
組

　
田
中

　
侑
里

昼
休
み

　
く
だ
ら
な
い
事
で

　
ケ
ン
カ
を
し

　

　
私
の
心
は

　
大
雨
警
報

高
瀬
中
学
校

　
二
年
二
組

　
福
田

　
す
み
れ

除
夜
の
鐘

　
町
に
響
い
て

　
丑
が
来
る

高
瀬
中
学
校

　
三
年
一
組

　
丸
山

　
幹
太

踏
み
出
す
と

　
光
砕
け
る
薄
氷

　
頬
切
る
風
に

　
吐
く
息
白
く

高
瀬
中
学
校

　
三
年
二
組

　
見
田

　
雄
亮

数
学
の
ノ
ー
ト
は

呪
い
が
か
か
っ
て
る

開
い
た
瞬
間

　

睡
魔
が
襲
う

高
瀬
中
学
校

　
三
年
三
組

　
前
田

　
ひ
よ
り

幸
せ
っ
て
誰
が
決
め
る
の
？

そ
の
人
が
こ
れ
で
い
い

じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
と
思
え
た
ら

そ
れ
は
幸
せ
な
ん
だ

高
瀬
中
学
校

　
三
年
三
組

　
高
橋

　
美
月

ド
ー
ン
と
グ
ロ
ー
ブ
に
入
る
球

ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ル
は
シ
ュ
ー
ン

カ
キ
ー
ン
と
な
る
バ
ッ
ト

ポ
ー
ン
ポ
ー
ン
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

グ
ラ
ン
ド
で
友
と
過
ご
し
た
昼
休
み

ぼ
く
の
大
好
き
な
野
球

安
曇
養
護
学
校

　
高
等
部
三
年

　
小
早
川

　
徹

仏
壇
に
一
枝
供
ふ
る
緋
の
花
は

　
亡
夫
の
手
懸
け
し
仮
植
ゑ
の
つ
つ
じ

中
澤

　
初
恵

庭
先
を
雉
は
胸
張
り
独
り
ゆ
く

　
お
と
ぎ
話
の
勇
姿
を
醸
す

矢
口

　
み
ど
り

十
六
夜
の
月
中
天
に
静
ま
り
ぬ

　
う
す
雲
ひ
と
つ
傍
に
置
き
て

宮
澤

　
夏
子

冬
ざ
れ
や
錆
び
て
動
か
ぬ
風
見
鶏

吉
原
美
代
子

一
面
の
お
お
い
ぬ
の
ふ
ぐ
り
春
の
土
手

　
青
き
小
花
の
風
に
ゆ
れ
つ
つ

小
瀬
や
よ
い

雪
嶺
の
刃
連
な
る
朝
か
な

横
山
さ
ゆ
み

叶
わ
ぬ
は
旅
行
く
こ
と
よ
花
曇

藤
澤
美
智
子

孫
が
来
て
バ
バ
の
汁
粉
は
大
甘
に

山
本

　
久
子

節
榑
の
手
で
摘
み
く
れ
し
蕗
の
薹

降
幡
か
ほ
る

お
と
な
の
部
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し

強
い
風
も
吹
く
た
め
、
た
き
火
や
あ
ぜ

焼
き
な
ど
の
火
入
れ
に
よ
る
火
災
が
増

え
る
時
季
で
す
。

　

春
先
は
枯
葉
が
地
上
に
積
も
り
下
草

も
枯
れ
て
い
る
う
え
、
雨
が
少
な
く
空

気
が
乾
燥
し
て
い
て
、
季
節
風
も
吹

く
、
と
い
っ
た
林
野
火
災
が
発
生
し
や

す
い
気
象
条
件
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

行
楽
や
山
菜
採
り
な
ど
人
為
的
な
原
因

が
重
な
る
こ
と
で
多
く
の
林
野
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

林
野
火
災
（
山
火
事
）

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

①
燃
え
広
が
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
で
は
絶

対
に
火
を
つ
け
な
い
。

　

あ
ぜ
焼
き
や
野
焼
き
、せ
ん
定
し
た
枝

を
燃
や
し
た
火
、お
墓
参
り
の
線
香
や
ろ

う
そ
く
の
火
が
風
に
あ
お
ら
れ
て
火
事
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
気
象
条
件
に
充
分
注
意
し
、強
風
時
お

よ
び
乾
燥
時
に
は
た
き
火
、火
入
れ
を

し
な
い
。

③
火
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、使

用
後
は
完
全
に
火
が
消
え
る
の
を
確
認

す
る
。

林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点

　

ゾ
ー
ン
30
と
は
、
生
活
道
路
に
お
け
る
通
学
中
の
児
童
・
生
徒
な
ど

の
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
区
域
（
ゾ
ー
ン
）

内
で
の
最
高
時
速
30
㌔
の
速
度
規
制
を
始
め
、
ゾ
ー
ン
内
を
抜
け
道
と

し
て
通
行
す
る
行
為
の
抑
制
な
ど
を
図
る
生
活
道
路
対
策
で
す
。

　

ゾ
ー
ン
の
入
り
口
に
は
規
制
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
自

動
車
な
ど
で
通
行
の
際
に
は
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

池田小、高瀬中を含む地域がゾーン30に指定されました

ゾーン 30 指定区域（緑色の部分）

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）３
１
２
７
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町
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
町
民
に
配
布
さ
れ
た
布
マ
ス
ク

（
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
）
の
有
効
利
用
の
た
め
、
町
で
回
収
し
た
マ
ス

ク
の
内
２
０
７
枚
を
池
田
・
会
染
各
小
学
校
の
低
学
年
生
の
給
食
用
マ
ス
ク

と
し
て
配
布
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
に
は
池
田
町
観
光
協
会
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
池
田
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
て
る
み
ん
・
ふ
～
み
ん
」
の
装
飾
が

さ
れ
ま
し
た
。
作
成
者
を
代
表
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
藤
原
公
子
さ
ん
（
渋

田
見
）
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
贈
呈
さ
れ
、
渡
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
「
か
わ

い
い
」
「
す
ぐ
使
い
た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
マ
ス
ク
を
大
切
に
使
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
世
の
中
で
多

く
の
方
が
マ
ス
ク
を
常
時
着
用
す
る
こ
と
が
無
く
な
る
よ
う
な
日
が
早
く
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

装
飾
用
シ
ー
ル
は
て
る
み
ん
・
ふ
～
み
ん
ペ
ア
で
１
０
０
円
で
販
売
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
池
田
町
観
光
協
会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係	

℡（
６
１
）５
０
０
０

　

池
田
町
観
光
協
会	

℡（
６
２
）９
１
９
７

「
善
意
の
マ
ス
ク
」が
有
効
利
用
さ
れ
ま
し
た

読
書
感
想
文
で
全
国
入
賞

　

会
染
小
５
年
生
・
荒
井
彩
那
さ
ん
（
11
）
が
、

第
66
回
青
少
年
読
書
感
想
文
県
コ
ン
ク
ー
ル
で

金
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

荒
井
さ
ん
は
「
入
賞
を
知
っ
た
と
き
は
う
れ

し
か
っ
た
け
ど
、
実
感
が
わ
か
な
い
」
と
喜
び

と
戸
惑
い
の
気
持
ち
を
は
に
か
み
な
が
ら
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
素
直
に
書
く

こ
と
が
好
き
。
相
手
に
う
れ
し
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
励
ま
さ
れ
る
よ
う
な
言
葉
を

発
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
想
い
も
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
せ
先
】

　

産
業
振
興
課  

商
工
係　

℡（
６
２
）３
１
２
７

池
田
町
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
地
域
連
携

推
進
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ご
紹
介

　

池
田
町
で
は
県
の
元
気
づ
く
り
支
援
金
に
よ

る
「
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
地
域
連
携
推
進
事

業
」
に
係
る
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、
山
本
政
昭
さ
ん
（
富
士
電
機
大
町
工
場

在
籍
）
を
任
用
し
、
池
田
工
業
高
校
を
中
心
に

地
域
の
企
業
や
学
校
と
の
連
携
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
主
に
池
田
・
松
川
地
区
の

企
業
を
中
心
に
訪
問
し
、
生
徒
の
就
職
や
研
修

先
の
開
拓
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
も
引

き
続
き
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

▲マスクを贈呈する藤原公子さん（写真右）

▲全国入賞を果たした荒井彩那さん（写真中央）

山本政昭さん
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桜
の
花か

命い
の
ちの

噴ふ
ん
か火

思お
も

わ
せ
る
互た

が

い
に
競き

そ

っ
て
咲さ

き
猛た

け

る
な
り

小
林

　
正
雄
（
鵜

　
山
）

　

久
び
さ
に
友
を
施
設
に
訪
ね
む
と
思
ひ
し
矢
先
の
旅
立
ち
な
り
し

小
林

　
栄
子
（
四
丁
目
）

　

「
こ
こ
に
あ
り
」山
の
頂
輝
き
て
朝
日
を
返
す
燕つ

ば
く
ろ岳

の
小
屋

片
瀬
貴
江
子
（
四
丁
目
）

　

や
わ
ら
か
な
陽
射
し
に
誘
わ
れ
畑
に
出
で
薺

な
ず
な

の
緑
見
つ
け
て
摘
め
り

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

　

霜
よ
け
に
椿
の
木
下
に
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
鉢
を
並
べ
て
咲
く
日
待
ち
お
り

酒
井

　
鈴
子
（
吾
妻
町
）

　

丑
年
に
干
支
に
挑
み
て
初
登
り
雪
に
怯
ま
ず
富
士
を
拝

お
ろ
が

む

磯
谷
留
美
子
（
滝

　
沢
）

　

山
道
を
登
り
つ
め
れ
ば
お
や
き
村
味
談
義
す
る
ご
近
所
レ
デ
ィ

中
沢

　
初
恵
（
十
日
市
場
）

花
を
待
つ
桜
仙
峡
の
山
道
に
萌
え
た
つ
は
こ
べ
青
く
匂
へ
り

斉
藤

　
恵
子
（
滝

　
沢
）

　

帰
り
際
友
が
摘
み
く
れ
し
菠
薐
草
寒
さ
に
耐
へ
し
甘
味
を
味
は
ふ

小
瀬
や
よ
い
（
中
之
郷
）

　

今
年
は
や
風
花
舞
ひ
て
老
い
吾
に
時と

き節
の
移
り
は
尚
早
ま
ら
む

宮
澤

　
夏
子
（
中
之
郷
）

　

立
ち
姿
美は

し
く
も
佗
し
白
鷺
の
餅
ま
つ
背
な
に
雨
の
そ
ぼ
降
る

村
山
み
ち
子
（
三
丁
目
）

　

《
池
田
町
選
》

※
今
月
の
投
稿
作
品
11
首
を
順
不
同
で
掲
載
。

６月号掲載短歌募集

はがきに作品１点を記入
し、４月末までに投稿し
てください。
作品には①住所（番地まで）
②地区名 ③氏名 ④電話番
号 ⑤学校名と学年（中学
生以下の方）を明記して
ください。
投稿作品の語句等の修正
は原則行いませんのでご
了承ください。投稿多数
の場合は抽選により掲載
します。
■あて先
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町　企画政策課
　　　　町づくり推進係

℡ 62-3129

　

参
議
院
長
野
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
は
、
４
月
８
日

に
公
示
さ
れ
、
４
月
25
日
が
投
票
日
で
す
。
必
ず
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

投
票
区

投
票
所

第
１
投
票
区

池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー

第
２
投
票
区

池
田
町
役
場

第
３
投
票
区

中
島
集
落
基
幹
セ
ン
タ
ー

第
４
投
票
区

池
田
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

第
５
投
票
区

渋
中
公
民
館

第
６
投
票
区

十
日
市
場
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

第
７
投
票
区

鵜
山
集
落
基
幹
セ
ン
タ
ー

　

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
で
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
の
裏
面
に
宣
誓
書
（
当
日
選
挙
に
行
け
な
い

理
由
を
記
入
す
る
欄
）
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

記
入
の
う
え
お
持
ち
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
で

き
ま
す
。

《
期
日
前
投
票
》

　

４
月
９
日
（
金
）
～
24
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
ま
で　

役
場
中
会
議
室

《
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
お
願
い
》

・
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
や
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
御

協
力
く
だ
さ
い
。

・
ご
自
身
で
鉛
筆
な
ど
筆
記
用
具
を
お
持
ち
い
た
だ
い

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
お
並
び
い
た
だ
く
場
合
は
、
一
定
の
間
隔
を
空
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】
総
務
課  

総
務
係	

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
２
年
４

月
１
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
前
回
受
給
し
た
方
も
改
め
て
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
前
回
の
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
て
も
、
他
の
遺

族
の
方
が
請
求
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す

《
請
求
期
限
》
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で　

《
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
》

　

住
民
課
住
民
係

（
請
求
書
類
は
住
民
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

　

既
に
請
求
し
た
人
で
、
国
庫
債
券
が
お
手
元
に
な
い

場
合
は
、
国
・
県
で
の
審
査
中
ま
た
は
財
務
局
で
の
国

債
交
付
待
ち
で
す
。
準
備
が
整
い
次
第
、
町
か
ら
案
内

し
ま
す
の
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
】
住
民
課  

住
民
係	

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

　

４
月
25
日
は
参
議
院
長
野
県
選
出
議
員

補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す　

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

　

（
第
11
回
特
別
弔
慰
金
）
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？
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池
田
町
土
地
開
発
公
社
は
、
昭
和
48
年
の

設
立
以
来
、
地
域
の
秩
序
あ
る
整
備
と
町
民

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
公
共
用
地
の
先
行
取
得
や
住
宅
地
の
造

成
事
業
な
ど
を
行
い
、
町
政
の
発
展
に
寄
与

し
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
の
中

で
公
共
用
地
の
先
行
取
得
を
行
う
経
済
的
メ

リ
ッ
ト
が
薄
く
、
当
初
の
目
的
お
よ
び
役
割

を
果
た
し
た
も
の
と
判
断
し
、
令
和
２
年
５

月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
解
散
が
同
意
さ

れ
、
同
年
９
月
の
町
議
会
の
議
決
の
う
え
、

長
野
県
知
事
の
解
散
認
可
を
受
け
て
、
同
年

10
月
26
日
付
で
解
散
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
清
算
手
続
き
を
進
め
、
令
和
３
年

２
月
の
公
社
清
算
人
会
に
お
い
て
清
算
結
了

の
報
告
が
承
認
さ
れ
、
同
年
２
月
15
日
に
残

余
財
産　

現
金
４
２
７
９
万
１
５
５
４
円
お

よ
び
土
地
４
筆
を
出
資
団
体
で
あ
る
町
に
引

き
渡
し
、
清
算
結
了
し
ま
し
た
。

【
問
】建
設
水
道
課  

建
設
管
理
係

℡（
６
２
）３
１
３
０

　

教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
っ
て
就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
、
就
学
援
助
費
（
学
用
品
費
、
学
校
給
食

費
な
ど
）
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就
学

援
助
費
の
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
４
月
に

学
校
か
ら
申
請
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
学
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

町
外
の
小
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
方
で

受
給
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
教
育
委
員
会

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】教
育
委
員
会	

℡（
６
１
）１
４
３
０

　

近
年
、
霜
や
強
風
、
降
雪
等
な
ど
に
よ
る

農
作
物
・
農
業
用
施
設
な
ど
の
被
害
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ま
は
気
象
情
報
を
十
分
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
被
害
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
万
が
一
、
気
象
災
害
に
よ
り
農
作
物

や
農
業
用
施
設
の
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
】

産
業
振
興
課
農
政
係　

℡（
６
２
）３
１
２
７

Ｊ
Ａ
大
北
会
染
支
所
池
田
営
農
セ
ン
タ
ー

℡（
６
２
）６
４
３
０

　

広
報
い
け
だ
１
月
号
掲
載
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
実
績
報
告
」
に
て
、
間
違
っ

た
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

①
タ
イ
ト
ル
、
４
～
５
行
目

《
誤
》
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

《
正
》
地
域
活
動
助
成
事
業

②
１
～
２
行
目

《
誤
》
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

《
正
》
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会

③
７
行
目

《
誤
》
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

《
正
》
活
動

就
学
援
助
費
の
申
請
に
つ
い
て

　

池
田
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散

お
よ
び
清
算
結
了
に
つ
い
て　

１
月
号
掲
載
内
容
の
訂
正
と
お
詫
び

農
業
被
害
報
告
の
お
願
い

池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】企画政策課  移住定住促進係　℡ 62-3129

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片づけ・解体の補助制度が利用できます。
空き家（空き家になる予定の物件）をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方、
まずはお気軽に役場移住定住促進係までご相談ください。
これまで登録 71 件のうち、売買 45 件、賃貸７件　成立しています。

▲町 HP

▲ココスマ安曇野

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。
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広
報
い
け
だ

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。

《

有

料

広

告

欄

》

℡
０
２
６
１（
6
2
）３
１
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１（
6
2
）９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

m
achi@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  
池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから

期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

4 日（日）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 大町協立診療所 26-5200

11 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 伊東医院 22-0077

18 日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

25 日（日）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577

大町市内 柿下クリニック 21-1230

29 日（木）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

4 日（日） 柏原歯科医院 71-1182

11 日（日） グリーン歯科クリニック 23-6666

18 日（日） おだ歯科 72-6482

25 日（日） オクハラデンタルクリニック 23-0500

29 日（木） あづみ野歯科 62-2332

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

4 日（日） 内川薬局板取 62-9912

11 日（日）

キムラ薬局 62-5210

池田土屋薬局 61-5021

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

18 日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

25 日（日） なつめ薬局 85-0536

29 日（木）
キムラ薬局 62-5210

フロンティア薬局池田店 61-4121

■ 4月の主な行事
期　　日 行　事　名
2 日（金） 町内保育園　入園式

6 日（火） 池田小・会染小・高瀬中・池工　入学式

7 日（水） 安曇養護学校　入学式

17 日（土） 陸郷山桜トレッキング

18 日（日） 消防団入団式・春季訓練

24 日（土） 池工　公開授業

28 日（水） 高瀬中　学習参観日

■ 4月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号
  3 日（土） （有）イシダ設備 0263-83-4360

  4 日（日） （有）岡村設備工業 22-4885

  10 日（土） （株）ジーシーアイ 22-3145

  11 日（日） （有）コーヨー住宅設備 62-3529

  17 日（土） ルピナ中部工業（株） 0263-32-5568

  18 日（日） （有）エヌ・ケイ設備工業 0263-83-2252

  24 日（土） 水野建設（株） 090-4602-2028

  25 日（日） （有）下里組 090-3558-4983

  29 日（木） （株）信濃熱学 0263-88-5706

  30 日（金） 佐藤設備 62-5320

■ 4月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
3月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,639人　（▲25）
　　　男 4,673人　（▲9）　女 4,966人　（▲16）
●世帯数 4,034世帯（＋1）

■ 4月の納税等
固定資産税①　　　　　　　　【納期限4月30日】
※口座振替日は 4 月 27 日（火）です。前日までに残高の確認をお願いします。
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令
和
３
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３
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発
行
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０
２
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）


